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x • (z) :吊橋完成時のケープJレ形状(m)





1 v 補剛桁の鉛直方向断面2次モーメント (mつ











p v (z) :補剛桁に作用する鉛直方向活荷量(t/m)
p .(z) :補暢桁に作用する水平方向指荷重(tl皿)
p • (z) :ケープルに作用する水平方向指荷量(t/..) 
mも(z):補剛桁図心のねじりモーメント荷重(t)
u (z) :補剛桁図心の鉛直変位
U I (Z) :ケープルの鉛直変位
v (Z):補剛桁図心の水平変位
マI(Z) :ケープルの水平変位(m)
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延 1 dCι 
L~ =-ρY' (一二).AL • 
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h(z)=hT-(x，tx')=4(ftf勺z'/ .a '-4(f+f勺z/.a +hT (5) 
-14 -
吊橋の帯が変形しないとすれば、補剛桁およびケープルの境界条件は次のとおりである.
u(O)=u( s )=0， u' (O)=u' (s )=0 
ゆ(0)=ゆ(s )=0 ，ゆ， (0)=世， (s )=0 
v(O)=v(s)=O， 
y (O)=V( s )=0 ， 
v' (O)=v' ( s )=0 
6' (0)= 6' (s )=0 
との境界条件を満足する変形形状を、次のようにフーリエ級数の形に仮定する.
u(z)=la.sinn胃 e， It(z)=Ib.sinn:l: e 句、 州司
v(z)=ECasimzt ，v(zHid-Sinn需 E
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/1 /1 n:l: 
・ (2H.+HPl+H..)(日)"dパL.-れ )epL{1ー(・1)"}D. 
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また、ケーブル方種式は、?JI:のように表される.
E. A. ~ 16f 1 ~ b ~ :1: ・ 
H..=二二{一一I:"(a. 士ーb.)+~ Enzd.2- (J T6TLT} 








ケープル:サグ f= 451 
断面積 Ac= 0.17m' 
ケープル長 LB = 83011 
ヤング率 Ec= 2.0 x 10't/m" 
縛剛桁:主構高 H=6m 
主構間隔 B=14.5・
初期曲. IC = 8.49XI0寸 1m
ハンガー取り付けJ点と補剛桁の中心距自Ia = 0.36m 
鉛直方向断面2次モーメント Iv=1.648m4 
水平方向断面2次モーメント 1.=9.621 m・
ねじれ剛性係数 J= 0.890m4 
曲げねじれ剛性係数 1.=33.96m& 



























































/ / -0.51 働0.10
/ / 
-0.6十幽0.12
間一 6 断言語の 3分力係数
ー17酬
表一 2 設計風速による平戸大橋の風荷重
L， (t/.) L， . (tl・} D， (tl・} D，. (tl・) D. (tl・} M， (回1.) M，. (回/・}
0・-0.276 11.253 1. 564 -1. 696 o. 716 1. 291 18.976 
3・ O. 241 8. 488 1. 494 -0.816 O. 716 2. 292 10.933 
-3・一O.829 12.539 1. 661 -2.112 O. 716 -0.323 35.736 
表-3 台風12号による平戸大橋の風荷重
L， (tl・) I L，. (t/.) I D屯 (u.}|1D♂ (t/.)I D. (t/.) I M‘ (tal.) M. ・(tal田}
0・-0.392 13.423 1. 866 -2.023 O. 734 1. 540 22.635 
3・ O. 287 10. 124 1. 782 -0.973 O. 734 2. 734 13.041 









図-7~こ補剛術鉛直変位 U を示す.風の迎え角 /1 =0・のとき、繍剛桁はほとんど垂直
変位を起之さない.α=3・.-3・のとき18舗程度の変位が生じる.また、表-5より台

































CI -3・ O' 3' -3・ O' 3' 
H . (t) 298.20 103.72 -63.05 360.89 142.80 -74.53 
H.. (t 206.50 73. 54 -56.74 251.45 107.74 -66.20 
u (・}0.1560 0.0020 ーO.139 0.1770 0.0073 ーO.180 
骨X10• (rad) -6.353 -2.307 O. 103 -7.591 -2.6931 O. 182 
v {・} 3. 270 3. 135 3. 052 3. 831 3.676 13.593 
v {・) 3. 055 2. 933 2. 857 3. 571 3. 430 3. 354 
e (rad) O. 131 O. 125 O. 121 O. 159 0.152 1 0.148 
γ (rad) O. 023 O. 0 ~Ll O. 021 LQ.027 0.026 0.025 
表-5 変位の増加倍率
α -3・ 0・ 3・
HP1 1. 21 1. 38 1.18 
H，. 1. 22 1. 47 1. 17 
U 1. 14 3. 65 1. 30 
世 1. 20 1. 17 1. 77 
v 1. 17 1. 17 1. 18 
v 1. 17 1. 17 1. 17 
e 1. 21 1. 22 1. 22 
































































o I I X10-1 (rad) 















































































x 10・3 (rad) 
図-11 補剛桁のねじれ角".x 10 -3 (rad) 
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第5章まとめ
本研究は、台風12号による平戸大橋の変形解析を行ったものである.得られた結果をま
とめると次のとおりである.
(1)平戸大橋は幅員が狭いために、ねじれに対する剛伎が小さく、ねじれが他の吊橋に
比べて大きい.補剛桁のねじれ角は迎え角の彫響を受け、特に負の場合不利となる.
(2)補剛紛の支承部の回転角による機紺方向の変位は39咽となり、支承書容の許容回転角
をはるかに超えた可能性がある。実際に、平戸大橋の破損は.橋事由方向の力に弱い部分に
集中している.これより、支承都の回転角に伴い破損が生じたと恩われる.
(3)台風12号により設計風速と比べて外力が約19%増加した.それに伴って変位も20%
前後増加する.
本研究を行うにあたって、資料を提供して頂いた長崎県土木都道路建設課小松橋梁係長
に感謝いたします.また、数値計算にあたっては、卒論生岩永政昭氏(現在 PSコンクリー
ト欄)のお世話になったことを付記する.
-2耳ー
第6章参考文献
1)畏大綱:平戸大橋台風12号による被害調査報告(中間報告)、昭和62年9月
2)建設省土木研究所構造研究室:平戸大橋基本調査耐風調査報告書、 pp.I-4、昭和46年3
月
3)平井教:鏑橋E、技報堂、昭和49年 9月
4)高橋・室井・平野:連成を考慮した吊橋の基礎方程式およびその嵐荷重への応用、
土木学会論文報告集、 277号、 pp.25-40、1978年9月
-25 -
1987年 8月台風12号による
平戸大橋の変形解析に鱒する報告書
平成元年9月21日 発行
発行者
長崎大学工学都土木工学科
高橋和維
〒852長崎市文教町 1-14 
TEL0958-47-1111 (内)2710
FAX0958-48-3624 
